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学位論文題名 

Effects of Interdependence Frame and Affective Entertainment Experience in 
the Context of Parasports on Attitudes toward People with Disabilities  

（パラスポーツにおける共生フレームとエンターテインメントの感情経験が障害者に対する

態度に及ぼす効果） 

 

共生社会はオリンピック・パラリンピックが目指す社会的目標であるが、障害者

競技団体の広報において、障害者への偏見解消を目的としたメディアコンテンツ制

作は、社会的に繊細な問題を含むため、その制作方法論を巡って苦心が連続してき

た。このような課題を解決する糸口として、フレーミング理論がある。フレーミン

グは、情報内の特定要素の着目により、特定の認知処理や社会的態度形成を効果的

に促進させるという考え方である。健常者と障害者の共生に関するメディアフレー

ムとして「共生フレーム」と呼ばれるフレームが存在しているが、その実証的効果

については未だ十分に検証されていないのが実情である。 

日本におけるパラリンピックのメディアコンテンツが徐々に一般的となり、障害

者スポーツや障害者問題への意識が向上するにつれ、「エンターテイメント性」の

果たす役割が認識され始めてきた。快楽的なエンターテインメント経験と比較し、

有意味な結果をもたらすエンターテイメントであるユーダイモニック・エンターテ

イメント・コンテンツは、深い思考の導因となる有意味経験を引き起こすと言われ

ている。このようなコンテンツは向社会的な行動に繋がり、ステレオタイプ的な思

考の低減を導くことが先行研究で示されている。有意味経験を引き起こす手がかり

として、しばしばパラアスリート写真の「笑顔」が取り上げられる。笑顔が手がか

りとして働き、コンテンツにユーダイモニックなエンターテインメント性があるも

のとして認識させる可能性が言及されている。しかしながら、先行研究においても、

この笑顔効果の実証的検証は十分に行われているとは言い難い。さらに、フレーミ



ング効果とエンターテインメント効果に関する心理的プロセスや実証的関連性も

十分に検証されていない。本研究においては、信念内容の変容もフレーミング効果

の一つであるとして、以上の関係性変化を総合的に検証している。 

以上のような博士論文内容に関して、本審査委員会では、以下のような質疑応

答が行われている。まず方法論に関して、第一に刺激として与えられるアスリー

ト情報に関して、アスリートに関する事前知識をどのように処理しているか、第

二に刺激として与えられるアスリートのフレーム情報の多さに関してどのような

マニプレーション・チェックを行っているのか、第三に障害者問題への回答でし

ばしば現れる規範バイアスをどのように処理しているのか等の質問が行われ、回

答と議論が行われた。また内容面に関しては、フレーミング理論を用いた理由、

障害者と LGBTQとの関連性、アスリート写真選択に関する本論考の実務的貢献等

が議論された。以上の方法論と内容に関する議論において、筆者からは適切な説

明と解説が行われたことをここに記しておく。 

以上の審査結果をもとに，本論考に対して審査委員会は慎重な議論と検討を行

った結果，本研究の学問的意義、本論考の方法論的信頼性と妥当性は十分であ

り、学問的貢献、実務的貢献においてもその意義や波及効果は十二分に高いもの

と判断した。そこで，本審査委員会は，本研究を北海道大学博士（国際広報メデ

ィア）に相応しい学術論文であることを全会一致でここに認め，その結果をここ

に報告するものであります。 

 


